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（４）「光の祭典２０１９」の開催について ・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和元年１１月１２日 

件  名 商店街街路灯等の緊急点検結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区内全商店街街路灯等の緊急点検が終了し、点検結果がまとまった

ので報告する。 

 

１ 点検結果 

（１）点検総本数 ２，２２６本（６４商店街） 

（２）評価結果 

評価 街路灯の状態 本数 

Ａ 異常なし 1,892 

Ｂ 劣化はあるが異常なし 150 

Ｃ ５年以内に改修・撤去が必要 62 

Ｄ ３年以内に改修・撤去が必要 22 

Ｅ 危険・撤去を要する 100 

（22本撤去済） 

合計本数 2,226 

   ※ 商店街別評価結果は別紙１のとおり。 

（３）Ｅ判定の街路灯の対応状況（令和元年９月２５日現在） 

   別紙２のとおり 

 

２ 今後の予定 

（１）令和元年１１～１２月 

商店街街路灯撤去及び区街路灯への建替え計画策定。 

（２）令和２年１月 

商店街に対して、街路灯の点検結果と（１）の計画を説明。 

（３）令和２年２月 

令和２年度に東京都補助金を活用して街路灯撤去を行う商店 

街は、東京都補助金説明会に出席する。 

（４）令和２年６月上旬 

（３）の説明会に出席し、東京都補助金申請をする商店街は、

補助金申請書を提出する。 

問 題 点 

今後の方針 

今回の点検結果に基づき、商店街ごとに街路灯の保守計画の策定を

促していく。また、Ｅ判定の街路灯に対しては、速やかに改善するよ

う交渉していく。 

 



別紙　1

商店街別評価結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計

1 千住旭町商店街振興組合 85 4 89

2 日ノ出町商店街灯会 9 1 10

3 千住東町商店会 18 7 17 3 45

4 柳原商栄会 32 32

5 かもん明光会 19 1 20

6 ミリオン通り商店街 24 2 1 27

7 千住本町商店街振興組合 24 17 1 1 1 44

8 北千住サンロード商店街振興組合 21 1 22

9 北千住サンロード商店街 26 2 28

10 サンロード宿場通り商店街 30 30

11 北千住西口美観商店街振興組合 174 18 3 195

12 ハッピーロード商店会 28 28

13 千住緑町商店会 31 31

14 北千住昭和会 32 32

15 千住大門商店街振興組合 16 2 18

16 千住いろは通り商店会 38 1 39

17 千住ニコニコ商店会 35 3 2 40

18 千住エビス会 15 15

19 大正通り商店会 30 3 1 34

20 大門商店睦会 10 10

21 千住元町明光会 29 29

22 柳町仲通り電灯会 14 14

23 大谷田商店会 18 1 19

24 綾瀬商店街振興組合 6 3 10 4 24 47

25 綾瀬五丁目商店街振興組合 66 66

26 綾瀬二丁目商店会 32 2 2 1 37

27 サンアヤセ商店街振興組合 96 1 97

28 綾瀬西口本通り会 10 8 5 23

29 しょうぶ沼公園商店街振興組合 27 27

30 青井兵和通り商店街振興組合 9 42 8 2 61

31 五反野駅前通り銀座会 45 1 1 5 52

32 竹の塚一番街 38 38

33 竹の塚四季通り商店会 18 18

34 カリンロード商店会 19 19

35 竹の塚ニコニコ通り商店会 15 15

36 平野一丁目商店会 15 15

37 弘道商店会 6 6

街路灯の評価
商店街名
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別紙　1

商店街別評価結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計

街路灯の評価
商店街名

38 青井六丁目明るい街づくりの会 5 1 1 7

39 竹の塚ショッピングセンター 7 1 2 2 12

40 竹の塚西口駅前商店会 18 1 1 20

41 竹の塚西口駅前中央通り商店街 35 2 37

42 西竹の塚商店会 35 2 37

43 五反野ふれあい通り商店街灯管理委員会 45 4 1 43 93

44 千代田商店街振興組合 35 1 5 41

45 梅田神明宮通り商店会 30 30

46 足立中央梅島商店会 29 1 1 31

47 梅田一丁目商店街 2 2

48 関原不動商店街振興組合 74 5 3 82

49 関原銀座会 37 8 2 3 50

50 関原銀座会（イーストロード） 10 1 1 12

51 本木中央通り商店会 60 1 61

52 関三通り商店街振興組合 15 4 6 25

53 西新井駅前商店会 10 10

54 興野バス通り商店会 27 1 28

55 梅島駅前通り商店街 28 4 3 1 36

56 西新井三栄商店会 22 22

57 興野銀座会 41 41

58 新田商店街振興組合 22 22

59 江北一番街商店街 9 1 10

60 舎人団地前商店街 22 22

61 西新井大師北参道商店街振興組合 23 1 2 26

62 神明通り商店会 28 28

63 西新井大師商栄会 46 5 1 52

64 江北仲通り商店会 17 17

1892 150 62 22 100 2226合計
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別紙　２

※「即」：早期に撤去が必要、「半年」：半年以内に撤去が必要

１　撤去完了 ９商店街　２２本

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

２　東京都補助金決定工事日調整中 ２商店街　４５本

番号

1

2

３　契約手続中（都財産処分承認待ち含む） ７商店街　　９本

番号

1

2

3

4

5

6

7

４　商店街で対応方法検討中 ３商店街　２４本

番号

1

2

3

44

1

点検数 即 半年商店街名

52 1 4五反野駅前通り銀座会

サンアヤセ商店街振興組合

41 2

点検数 即

五反野ふれあい通り街路灯管理委員会

半年商店街名

竹の塚ショッピングセンター

93 43

10日ノ出町商店街灯会

綾瀬二丁目商店会

商店街名 点検数 即 半年

ミリオン通り商店街

千代田商店街振興組合

1

20 1

北千住サンロード商店街振興組合

かもん明光会

大谷田商店会

27 1

20 1

19 1(ｱｰﾑ）

22 1

Ｅ判定対応状況　（１０月２０日現在）

37 1

18
1

1（ｱｰﾁ)

綾瀬商店街振興組合 47 2

39 1

千代田商店街振興組合（再掲）

竹の塚駅西口駅前商店会

12 2

425関三通り商店街振興組合

40 1(ｱｰﾁ） 1(ｱｰﾁ）

千住いろは通り商店会

千住大門商店街振興組合

千住ニコニコ商店会

商店街名 点検数 即 半年

千住本町商店街振興組合

2

綾瀬商店街振興組合（再掲） 47 22

梅島駅前通り商店街 36 1

41 3

97
1(ｱｰｹｰﾄﾞ
部分）
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和元年１１月１２日 

件  名 
足立ブランド認定推進事業における「認定に係る運営業務委託」及び

「ＰＲに係る運営業務委託」の事業者の選定について 

所管部課 産業経済部 産業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 足立ブランド企業の新たな魅力の発掘、他の地域ブランドとの競争

力強化及び価値創出等、さらなる効果的なＰＲを図るため、下記のと

おりプロポーザルによる提案を受けて、委託事業者を選定する。 

 

１ 現状 

  現在は、以下の業務を１つの契約（足立ブランド認定事業の運営

業務委託）で契約している。 

（１）ブランド認定にかかる業務 

（２）認定企業の支援業務 

（３）ＰＲ業務 

（４）ホームページ運営業務 

 

２ 足立ブランド事業の課題 

（１）開始から１２年が経過したが、事業内容は、出展見本市の変更

等、細部の見直しや修正に留まっている。 

（２）認定企業が５６社となり、規模や業種が多様化し、ＰＲや交流

会で行うセミナーなども総花的になってしまっている。 

（３）各自治体で類似事業を実施していて、差別化できていない。 

 

３ 今後の委託内容及び提案を求める主な内容 

  ２の課題解決のため、次回は「認定に係る運営業務委託」と「Ｐ

Ｒに係る運営業務委託」の２つに分けて委託事業者を選定する。 

（１）「認定に係る運営業務委託」 

  ア ブランド認定及び再認定にかかる業務 

 再認定企業に対する新たな仕組み等の提案 

  イ ブランド認定企業の支援業務（交流会開催等） 

    認定企業の規模や業種に応じた支援方法の構築及びその

支援プログラム、個別企業支援プログラムの実施 

（２）「ＰＲに係る運営業務委託」 

  ア ブランド認定企業紹介冊子の作成  

足立ブランド及び認定企業の魅力をＰＲすることを目的

としたデザインを刷新した冊子等の紙媒体の作成 
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  イ 国際見本市出展に伴う運営業務 

       来場者が多く、出展効果が大きく見込まれる国際見本市への

出展に向けて、来場者の目を引くようなブースデザイン等の

作成や出展効果を高めるセミナーの実施 

ウ ブランド関連情報の記事作成、ＨＰでの発信等 

既存の足立ブランド専用ＨＰを分析し、ＰＲ効果の向上

が期待されるリニューアル案を検討 

エ 足立ブランドの認知度向上を目的とするＰＲ 

認定企業の規模別や業種別、認定企業の特徴を捉えた 

テーマ別ＰＲ等 

 

４ 提案上限金額  

（１）認定に係る運営業務委託    ８００万円 

（２）ＰＲに係る運営業務委託  １，５００万円 

 

５ 今後のスケジュール予定 

（１）令和元年１１月  実施手続き開始の公表、参加表明書受付 

（２）令和２年 １月  参加表明書審査、提案事業者決定 

（選定委員会） 

（３）令和２年 ２月  提案書審査、提案書の特定（選考委員会） 

 

問 題 点 

今後の方針 
令和２年度の事業実施に向けて、着実に事業者選定を進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和元年１１月１２日 

件  名 あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０１９」の中止について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０１９」の中止について報告する。 

１ 開催予定日時 

令和元年１０月１２日（土）午前１０時４０分～午後４時 

１３日（日）午前１０時～午後４時 

２ 中止決定日・理由 

（１）決定日：令和元年１０月８日（火） 

（２）理 由：同日開催の水防準備本部にて、ＣＥＭＩ（ＮＰＯ法人環

境防災総合政策研究機構）より台風１９号による荒天が

予想されたため来場者の安全を最優先し中止した。 

３ 中止の広報方法 

（１）区・協会ＨＰ、ＳＮＳ、Ａメール 

（２）防災無線 

１０月１１日（金）・１２日（土）・１３日（日）に中止放送を 

予定していたが、台風接近情報が優先されたため中止した。 

（３）ポスターへの中止掲載 

・ ポスターをはがさずに中止決定を上貼りした。 

・ ポスター掲出施設一覧と中止掲出例を区掲示板に掲出した。

（４）ビュー坊テレビでの放映 

４ 今回支出金額と当初契約金額の比較 

当初契約金額との差金(不用金額)は、全額足立区へ返還する。 
 当初契約金額 今回支出金額 差引不用金額 

設営運営費 20,262,000 円 16,754,320 円 3,507,680 円 

警備費 2,739,300 円 1,250,150 円 1,489,150 円 

運営費 943,800円 150,040円 793,760円 

清掃・廃棄物

運搬処理費 
2,099,445 円 0円 2,099,445 円 

し尿汲取運搬 271,700円 0円 271,700円 

河川敷草刈 969,450円 957,670円 11,780 円 

会場現状復帰 781,220円 0円 781,220円 

リユース食器 380,250円 126,600円 253,650円 

賠償障害保険 111,000円 111,000円 0円 

興行中止保険 207,440円 207,440円 0円 

ポスター・パンフ 583,200円 583,200円 0円 

合 計 29,348,805 円 20,140,420 円 9,208,385 円 
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５ 出展料・営業補償の取り扱い 

出展予定者１５７団体への中止連絡は、個別に電話で１０月８日夜

間から行った。連絡は翌９日正午には全件終了した。 

（１）両日中止の場合は出展料を返金する。１日でもイベントが行われ

た場合には出展料は返金しない。 

（２）返金対象は出展料のみであり仕入れ等の営業補償は行わない。 

上記２点について、出展者に事前に文書で示し口頭でも説明して承

諾を得ている。 

今回は両日中止のため、全出展者へ出展料のみ全額返金の手続きを

進めている。 

（３）今回返金総額 ２，８４０，０００円(５９団体分) 

６ 興行中止保険 

（１）対象金額：２,９５５,０００円（昨年度の出展料ベースに積算） 

（２）補填金額：２,９５５,０００円（予定） 

内 容：区民まつりの予算総額約３,０００万円のうち、出展 

料として収入を予定していた金額が補填の対象。 

７ 問い合わせ状況 

（１）コールセンター入電 合計１１６件 

・ ９日（水）～１１日（金）９７件 

・ １２日（土）       １件 

・ １３日（日）      １８件 

（２）主な内容 

区民まつり開催の有無 

 

問 題 点 

今後の方針 

２日間中止の影響について運営団体と意見交換し、次年度以降の運営

に活かしていく。また、中止に伴う対応経過を記録し、同様なケースが

発生した参考となるようまとめておく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和元年１１月１２日 

件  名 「光の祭典２０１９」の開催について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

１ 目的 

足立区のイメージアップを図るとともに、区内外から多くの人を集

め、地域の賑わい創出に寄与する。また、地元の町会・自治会、商店

街、関係団体からの協力を得て地域経済の活性化を図る。 

２ 主催 一般財団法人足立区観光交流協会・足立区 

３ 開催内容 

（１）会場 

ア 元渕江公園（足立区保木間二丁目１７番１号） 

イ 東武スカイツリーライン竹ノ塚駅周辺 

ウ 上記ア・イの２会場を繋ぐ１.２ｋｍの街路樹 

（２）期間及び点灯時間 

ア 期間：令和元年１１月３０日（土）から１２月２５日（水）まで 

※ 竹ノ塚駅前からの街路樹は令和２年１月１３日（月・祝）まで 

イ 点灯時間 

午後５時から午後９時まで 

※ 竹ノ塚駅前からの街路樹は午後１０時まで 

（３）イルミネーション 

ア テーマ 「五大陸の動物たち」 

イ 事業者 株式会社 泰正（所在地 中央区京橋２‐４‐１２） 

※ 平成３０年度プロポーザルで事業者選定 

（４）イベントの開催 

ア 点灯式（元渕江公園ステージ） 

１１月３０日（土）午後４時３０分 

イ ステージショー・物産展・模擬店 

１１月３０日（土）・１２月１日（日） 

※ 「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会」の機

運醸成のため、ステージでウィルチェアラグビー元日本代表

（パラアスリート）によるデモンストレーションを実施予定。 

※ １１月３０日（土）のみ。実施時間調整中。 

４ 今年度の特色 

（１）メイン会場の元渕江公園では、五大陸に生息する動物たちをモチ

ーフとしたオブジェを設置する。 

（２）竹ノ塚駅前からの街路樹は、今年度は両側の街路樹の枝を人気の

シャンパンゴールドで電飾する。 
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（３）毎年好評を得ている８本ツリーとビームライトの演出も継続して

会場を彩る。 

５ その他 

環境への配慮として、全ての電飾にＬＥＤを使用する。また、グリ

ーン電力の購入を予定している。 

６ 連携イベント 

（１）イルミネーションサンアヤセ（サンアヤセ商店街振興組合主催） 

ア 会場   

足立区綾瀬三丁目１０番 都立東綾瀬公園（通称：ハト広場） 

イ 期間、点灯時間 

    令和元年１２月２１日（土）から１２月２２日（日） 

午後４時３０分から午後１０時まで 

ウ 点灯式 

    令和元年１２月２１日（土）午後４時３０分～ 

エ ステージショー・模擬店 

令和元年１２月２１日（土）午前１０時から午後７時まで 

オ 担当 

産業振興課 

（２）東武健康ハイキング（東武鉄道株式会社主催） 

  ア コース、テーマ 

    竹の塚～舎人エリア「歴史と文化のまち 竹の塚ぐるり散策」 

  イ 開催日 

    令和元年１２月１４日（土） 

ウ 受付場所、時間 

 足立区西竹の塚一丁目９番１号 区立大境公園 

 スタート１１時～１３時／ゴール１３時３０分～１６時 

  エ その他 

    当日自由参加、参加費無料、完歩者にはゴールで主催者から記

念品を贈呈。 

問 題 点 

今後の方針 

・ 「五大陸の動物たち」をテーマに世界各地に生息する動物のオブジェ

を約２０体設置し「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競

技大会」の機運醸成を図る。 

・ 今年度はプロポーザルにより事業者を選定して１年目である。今年

度の事業の評価を踏まえ、次年度以降の内容について検討する。 

・ 今年度のイルミネーション電球数は、予算の範囲内で実施可能との

事業者提案により、昨年までの７０万球から８５万球に増やす。今

後は、１００万球を目指して計画的に電球を購入していく。 

・ 区立図書館に情報提供し、「動物図鑑特集」や「動物をテーマにし

たお話し会」など連携イベントの開催を働きかけた。 
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